
第２学年 国語科学習指導案 

日 時  令和元年９月２５日（水）第５校時 

対 象  第２学年１組 ３２名 

学校名  杉並区立浜田山小学校 

授業者  主任教諭 鈴木 加代子 

会 場  ２階 ２年１組教室 

 

１ 単元名 「ふたりはシリーズ」の本を読んで、お気に入りの話を紹介しよう。 

『お手紙』 

２ 単元の目標 

   〇自分のお気に入りの話を選び、あらすじや好きな場面を紹介することができる。 

〇物語の場面の様子に着目して、登場人物の気持ちを想像しながら読むことができる。 

 

３ 単元の評価規準 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

・文の中における主語と述

語の関係に気付いてい

る。 

・事柄の順序などを考えながら、内容の大

体を捉えることができる。 

・場面の様子や、登場人物の行動や会話を

もとに気持ちの変化に気付き、想像を広

げながら読み深める。 

・自分の思いや考えが明確になるようにし

て、手紙や紹介カードを書いている。 

・お気に入りの話を紹介すると

いう見通しをもった上で繰り

返し物語を読み、楽しもうと

している。 

・言葉がもつよさを感じるとと

もに、楽しんで読書をし、思

いや考えを伝え合おうとして

いる。 

学習活動に則した評価規準 

① 興味をもってさまざま

な話を読み、紹介カード

を書くことができる。 

② 「ふたりはシリーズ」か

らお気に入りの話を紹

介することができる。 

① あらすじを一文で表し、内容の大体を捉

えることができる。 

② 二人の悲しい気分を読み取って、手紙を

書いている。 

③ がまくんに頼んだかえるくんの気持ち

を読み取り、かえるくんに対して手紙を

書いている。 

④ お手紙のことを言ってしまったかえる

くんやそれを知ったがまくんの気持ち

を読み取り、中心人物に対して手紙を書

いている。 

⑤ 二人の幸せな気持ちを読み取り、がまく

んに対して手紙を書いている。 

⑥ かえるくんとがまくんの幸せな気持ち

について考え、二人の関係や人柄をと

らえた手紙を書いている。 

① 「ふたりはシリーズ」の紹介

カードを書くことを知り、楽

しんで読み聞かせを聞くこと

ができる。 

② 本文の内容に即した初発の感

想を書くことができる。 

③ お手紙を読んで、自分が不思

議に思ったことを考えること

ができる。 

 



４ 単元について 

   本教材は、五つの場面から構成されている。それぞれの場面の人物の行動を中心に読むことで出来事の順

序を捉えやすい物語である。また、主にがまくんとかえるくんの二人の行動と会話によって物語が展開して

おり人物の様子や気持ちを想像させやすい。挿絵が効率的に配されており、物語の出来事の大まかな流れを

捉えたり、それぞれの場面の人物の様子を想像したりすることに役立てることができる。 

 

５ 小中一貫教育の視点に立った指導系統 

（１）指導内容の「系統性」 

小学校 

第１学年 

 

人物の行動を中心に想像を広げながら読む。 

第２学年 人物の行動や会話を中心に、想像を広げながら読む。 

第３学年 人物の行動や会話を場面ごとに捉え、人柄や気持ちを考えて読む。 

第４学年 場面の移り変わりに注意しながら、人物の性格や気持ち、情景などについて読む。 

第５学年 優れた表現によって、直接書かれていない人物の深い心情や性格について想像する。 

第６学年 人物の相互関係や心情、場面についての描写を捉え、人物の生き方について考えをまとめる。 

中学校 

第１学年 

 

場面展開や人物の描写に注意して読み、心情の移り変わりを捉える。 

第２学年 人物の言動の意味などについて考え、内容を解釈する。 

第３学年 文章の種類を踏まえて、倫理や物語の展開の仕方などを捉える。 

 

（２）指導法の「連続性」＜小中一貫教育タブレットパソコン活用研究校としての取組＞ 

活用形態 利用アプリ・概要 

 

 

 

 

教師に１台の 

タブレットパソコン 

「パワーポイント」 

 

・挿絵を取り込み、あらすじを確認しながら内容の大体をつかむ。 

 

 

６ 学習指導計画（全１１時間） 

次 時

数 学習内容 

・指導上の留意点 

☆評価規準（評価の方法） 

♦ICT 機器の活用 

指導案改善の視点 

主 対 深 

第

一

次 

第

一 

時 

 

 

 

・「ふたりはシリーズ」を読み、

その中から気に入ったお話

を選び、紹介カードを書くこ

とを伝える。 

・「ふたりはシリーズ」の読み

 

 

 

・物語への関心をもたせ、読みの

意欲を高める。 

・がまくんとかえるくんの関係性

をつかませる。 

・かえるくんやがまくんの優しさ

  

 

 

 

学習の見通しをもとう 



聞かせを聞く。 

・感想を伝え合う。 

 

が分かる話や、ユーモアのある

話を選んで、読み聞かせを行う。 

・「ふたりはシリーズ」の作品を並

行して読んでいくことを伝え

る。 

♦書画カメラを活用し、挿絵を写し

ながら読み聞かせをする。 

☆【主-①】「ふたりはシリーズ」の

紹介カードを書くことを知り、

楽しんで読み聞かせを聞いてい

る。 

 第

二

時 

 

 

・題名からお手紙をもらった

経験を話し合う。 

・場面分けをしながら、登場人

物を確かめる。 

・初発の感想を書く。 

 

 

 

・５場面に分け、がまくん、かえる

くん、かたつむりくんの登場を

確認する。 

・お気に入りのところと、そのわ

けを中心に書かせる。 

☆【主-②】本文の内容に即した初

発の感想を書いている。（ワーク

シート） 

   

 第

三

時 

 

 

・がまくんとかえるくんの会

話をシールで色分けする。 

・挿絵を一文で表し、あらすじ

をつかむ。 

・最初の場面の不幸せな気持

ちで手紙を待つ挿絵と幸せ

な気持ちで手紙を待つ挿絵

を比べる。 

・どんな出来事によって、二人

が不幸せな気持ちから幸せ

な気持ちになったのかを考

える。 

・あらすじを一文で表す。 

① 初めに～だったけれど、

（あるできごと）があっ

て、（どう変わった）話。 

② （だれ）が、（どんなできご

と）で、（どう変わった）話。 

 

 

・主語と述語を確認しながら、登

場人物の会話を整理させる。 

・挿絵の順序を確認する。 

♦最初と最後の二人でお手紙を待

つ挿絵を並べて比較させる。 

・「～が～するところ」という一文

を挿絵に付けさせる。 

・中心人物の気持ちの変化をおお

まかに捉えさえ、二人が不幸せ

な状態から幸せになったことに

気付かせる。 

・気持ちが変化するきっかけにな

った出来事を考えさせる。 

 

☆【思・判・表-①】あらすじを一

文で表し、内容の大体を捉える

ことができる。（発言、ワークシ

ート） 

  

 

 

お手紙を読んで感想を書こう。 

「お手紙」のあらすじをつかもう。 



第

二

次 

第

四

時 

 

本

時 

 

 

 

・めあてを確認する。 

・前時を振り返り、自分が考え

てみたいことや不思議に思

ったこと（問い）を見付ける。 

・自分が考えたい問いを１つ

選んで、ノート・短冊の右半

分（掲示用）に書く。 

・全体で交流する。 

・自分の問いについて考える。 

・学習のまとめをする。 

・学習の振り返りと次時の確

認をする。 

 

 

 

♦挿絵をスライドショーで提示し

ながら、物語の大まかな流れを

捉えさせる。 

・かえるくんやがまくんの行動や

会話で気になるところや不思議

なところに着目させる。 

・教科書の文に印を付けたり書き

込みをしたりしながら考えさせ

る。 

・出てきた問い（短冊）を整理しな

がら、場面ごとの挿絵に合わせ

て貼る。 

・問いの見付からない児童には、

友達の問いを参考にさせたり、

その中から選んだりしてよいこ

とを助言する。 

・次時から、皆が考えた問いをも

とに学習課題を設定して場面ご

とに読み深めていくことを知ら

せる。 

☆【主-③】お手紙を読んで、自分

が不思議に思ったことを考える

ことができる。（短冊） 

   

 第

五

時 

 

 

 

 

・問いから読みの課題を立て

ていく。 

・めあてを確認する。 

・１の場面（６ページ１行目～

８ページ最後）の音読をす

る。 

・がまくんが不幸せな理由を

考える。 

・かえるくんが不幸せな理由

を考える。 

・ワークシートに考えを書き、

話し合う。 

 

 

 

 

・会話文の主語を確認しながら、

役割音読をする。（男女別、３人

ペア、代表ペア） 

♦デジタル教科書で本文を提示す

る。 

・挿絵や叙述から、どんな顔をし

ているか、どんなことを言って

いるか、話し合う。 

・がまくんとかえるくんの悲しい

気持ちを分けて考えさせる。 

・かえるくん、がまくんのどちら

にお手紙を書くか選ばせる。 

  
 

自分がふしぎに思ったことを考えよう。 

二人とも悲しい気分になったのはどうしてなのか、考
えよう。 



・中心人物に言ってあげたい

ことを手紙に書く。 

・学習の振り返りと次時の確

認をする。 

・お手紙には、相手への共感と自

分の思いを書かせる。 

☆【思・判・表-②】二人の悲しい

気分を読み取って、手紙を書い

ている。（発言、ワークシート） 

 第

六

時 

 

 

 

 

・めあてを確認する。 

・２の場面（９ページ１行目～

１０ページ最後）の音読をす

る。 

 

・かえるくんががまくんに対

してお手紙を書こうと思っ

た気持ちを読み取る。 

・かえるくんがかたつむりく

んにお手紙を頼んだときの

気持ちを読み取る。 

・ワークシートに考えを書き、

話し合う。 

・かえるくんに言ってあげた

いことを手紙に書く。 

・学習の振り返りと次時の確

認をする。 

 

 

 

 

・会話文の主語を確認しながら、

役割音読をする。（男女別、３人

ペア、代表ペア） 

♦デジタル教科書で本文を提示す

る。 

・挿絵や叙述から、どんな顔をし

ているか、どんなことを言って

いるか、考えさせる。 

☆【思・判・表-③】がまくんに頼

んだかえるくんの気持ちを読み

取って、かえるくんに対して手

紙を書いている。（発言、ワーク

シート） 

   

第

二

次 

第

七

時 

 

 

 

・めあてを確認する。 

・３と４の場面（１１ページ１

行目～１７ページ１行目）の

音読をする。 

・かえるくんが手紙を出した

ことをがまくんに伝えたと

きの気持ちについて考える。 

・手紙の内容を知ったがまく

んの気持ちについて考える。 

・ワークシートに考えを書き、

話し合う。 

・かえるくんかがまくんに言

ってあげたいことを手紙に

 

 

 

 

・会話文の主語を確認しながら、

役割音読をする。（男女別、3人

ペア、代表ペア） 

♦デジタル教科書で本文を提示す

る。 

・挿絵や叙述から、どんな顔をし

ているか、どんなことを言って

いるか、考えさせる。 

☆【思・判・表-④】お手紙のこと

を言ってしまったかえるくんや

それを知ったがまくんの気持ち

を読み取り、中心人物に対して

  

 

お手紙をたのんだあいては、かたつむりくんでよかっ
たのだろうか。 

かえるくんは、がまくんに手紙を出したことを言って
しまって本当によかったのだろうか。 



書く。 

・学習の振り返りと次時の確

認をする。 

手紙を書いている。（発言、ワー

クシート） 

 第

八

時 

 

 

 

 

・めあてを確認する。 

・５の場面（１６ページ５行目

～１７ページ９行目）の音読

をする。 

・「とてもよろこびました」と

いう文から、がまくんがどの

ように感じているか想像す

る。 

・前時までの学習を振り返り、

がまくんが、どんな出来事に

よってしあわせになったの

か考える。 

・ワークシートに考えを書き、

話し合う。 

・がまくんに言ってあげたい

ことを手紙に書く。 

・学習の振り返りと次時の確

認をする。 

 

 

 

 

・会話文の主語を確認しながら、

役割音読をする。（男女別、３人

ペア、代表ペア） 

♦デジタル教科書で本文を提示す

る。 

・挿絵や叙述から、どんな顔をし

ているか、どんなことを言って

いるか、考えさせる。 

・がまくんとかえるくんの幸せな

気持ちを比較して考えさせる。 

☆【思・判・表-⑤】二人の幸せな

気持ちを読み取って、がまくん

に対して手紙を書いている。（発

言、ワークシート） 

 

 
 

 

 第

九

時 

 

 

 

・めあてを確認する。 

・前時までに学習したがまく

んとかえるくんの幸せな気

持ちを比べて考える。 

・がまくんとかえるくんの関

係や人柄について話し合う。 

・第四時で考えた個人の問い

に対する答えを書く。 

・物語全体を振り返り、中心人

物に言ってあげたいことを

手紙に書く。 

・友達の書いた手紙を読み合

う。 

・学習の振り返りと次時の確

 

 

 

 

・二人が感じている幸せな気持ち

について、がまくんとかえるく

んに分けて考えさせる。 

♦デジタル教科書で本文を提示す

る。 

・「ふたりはシリーズ」のほかの話

にも触れ、がまくんとかえるく

んの関係や人柄を考えさせる。 

・友達の手紙のいいところや共感

するところを考えながら聞くよ

うに伝える。 

☆【思・判・表-⑥】かえるくんと

がまくんの幸せな気持ちについ

 

  

がまくんが一番うれしい気持ちになったところは、どこだ
ろう。 

がまくんとかえるくんのしあわせは同じだろうか。 



認をする。 

 

 

て考え、二人の関係や人柄を捉

えた手紙を書いている。（発言、

ワークシート） 

第

三 

次 

第

十

・

十

一

時 

 

 

 

・めあてを確認する。 

・自分が気に入った話につい

て紹介カードを書く。 

・あらすじを一文にまとめる。 

・お気に入りの場面を選び、そ

のわけを書く。 

・絵やしかけを入れながら、カ

ードをつくる。 

・紹介原稿をつくる。 

 

 

 

 

 

 

・並行して読んでいたその他のシ

リーズ（「ふたりはともだち」「ふ

たりはきょうも」「ふたりはいっ

しょ」「ふたりはいつも」の中か

ら気に入った話を選ばせる。 

・あらすじとお気に入りの場面、

そのわけなどをカードに書くよ

うに伝える。 

☆【知・技-①】興味をもって様々

な話を読み、紹介カードを書い

ている。（発言、観察） 

   

 第

十

二

時 

 

 

 

・めあてを確認する。 

・お気に入りの話について紹

介カードをもとに、紹介す

る。 

・友達の発表を聞いて、感想を

伝えたり、「ふたりはシリー

ズ」の紹介されたお話を読ん

だりする。 

 

 

 

 

 

・友達の紹介を聞き合い、いいと

ころや共感するところ、読んで

みたいと思うところを考えさせ

る。 

・一度読んだ話でも紹介を聞いた

上で読んでみるように伝える。 

☆【知・技-②】「ふたりはシリー

ズ」からお気に入りの話を紹介

することができる。（発言、紹介

カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 指導の手だて 

（１）主体的な学び【学習過程の工夫】（◎が本時について） 

  〇単元のまとめに「ふたりはシリーズ」の中のお気に入りの話を紹介するという活動を設定し、目的意識を

もって意欲的に学習に取り組めるようにする。 

  〇学習の導入で、書画カメラを活用して「ふたりはシリーズ」の読み聞かせを行い、登場人物の関係性や物

語の面白さを多面的に捉え、楽しく読書活動が行えるようにする。 

  ◎自分で選んだ場面の中から、不思議に思うところや考えてみたいところに印を付けたり、書き込みさせた

りすることを手掛かりにして、自分で考えたい問いを見付けさせることで、全体で読み深めていくための

学習課題を設定し、学ぶ意欲や興味関心の向上につなげていく。 

 

 「ふたりはシリーズ」から選んだお話の紹介カードを書こう。 

 「ふたりはシリーズ」から選んだお話を紹介しよう。 
 



（２）対話的な学び【学習活動や掲示の工夫】 

  〇教材との対話を中心に、児童と教師との対話、自己との対話、友達との対話、作者との対話など、さま 

ざまな対話を毎時間設定し、思いや考えを言葉や文で表現させることで、思考が明確になるようにする。 

  〇個で考える時間、ペアやグループで話し合う時間を設定し、自分の考えをもって話し合いをすることで、

自分の考えを明確化したり、広げたりできるようにする。 

  ◎自分が選んだ一つの場面を取り上げ、個人の問いを短冊に文章化して書かせることで、思考を明確にする。

また、短冊を挿絵に合わせて整理することで、だれがどんな問いを考えているのかを共有し、問いを見付

ける手だてとする。 

    

（３）深い学び【課題設定の工夫】 

 〇登場人物の行動や会話に着目し、様子や気持ちについて想像を膨らませて読むことで、叙述に基づいた深

い読みができるようにする。 

  〇「ふたりはシリーズ」の並行読書を行い、がまくんとかえるくんの関係性をさまざまな視点からとらえる

ことができるようにする。さらに、友達のお気に入りの話の紹介を聞くことで、もう一度読んでみたいと

いう気持ちや自分とは異なる視点で物語を楽しむよさに気付くことができるようにする。 

  ◎かえるくんとがまくんのしたことや会話文の中から問いを考えさせることで、場面の移り変わりや中心人

物の行動、会話に着目した読みができるようにする。 

 

８ 本時の学習（４/１２時間扱い） 

（１）本時の目標 

   お手紙を読んで、自分が不思議に思ったことを考えることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

（２）本時の視点 

 設定した視点 捉え方と具体的な手だて 

主

体

的

な

学

び

 

 

 

 

興味や関心を高める 

自分で考えたい問いを見付け、学ぶ意欲を高める。 

① 場面ごとにまとめたあらすじを提示して、話の全体から自分が考

えたい場面を選ぶ。 

② 不思議に思うところや考えてみたいところに印を付けたり、書き

込みをさせたりする。 

 

対

話

的

な

学

び 

 

 

 

思考を表現に置き換える 

考えたことを自分の言葉で表現し、自分の考えをまとめ、明確にす

る。 

 

① 自分の問いを短冊に書き、挿絵に合わせて貼る。 

深

い

学

び 

 

 

 

 

思考して問い続ける 

中心人物の行動や会話に着目して読む。 

 

① かえるくんとがまくんのしたことや会話文の中から問いを見付

ける。 

 

 



（３）本時の展開 

 

学習活動 

・留意点 ☆評価規準（評価方法） 

◆ICT 機器の活用 
設定した視点 

（視点に迫る手だて） 

導入 

８分 

１ 前時の学習内容を想起する。 

 

２ 学習のめあてを確認する。 

 

 

 

・場面ごとにまとめたあらすじと挿絵

を掲示しておく。 

 

 

 

♦挿絵をスライドショーで提示しなが

ら、物語の大まかな流れを捉えさせ

る。 

 

 

展開 

32 分 

３ 自分で問いを見付ける。  

・自分が気になる場面を選んで音読する。 

・自分が不思議に思ったことやもっと考え

てみたいことを見付けて、印を付ける。 

・自分が考えたい問いを１つ選んで、ノー

ト・短冊（掲示用）に書く。 

４ 全体で交流する。 

 ・自分の問いを発表する。 

 ・同じ問いや同じ場面を考えた友達を知

る。 

 

 

 

 

５ 自分の問いについて考える。 

・答えの見つけ方を考える。 

・考えるための手掛かりや根拠となる叙述

（文や言葉）を見つける。 

・考えがまとまったら、自分の答えをノー

トに書く。 

  

 

・かえるくんやがまくんの行動や会話

で気になるところや不思議なところ

に着目させる。 

・教科書の文に印を付けたり書き込み

をしたりしながら考えさせる。 

・出てきた問い（短冊）を整理しなが

ら、場面ごとの挿絵に合わせて貼る。 

・問いの見付からない児童には、友達

の問いを参考にさせたり、その中か

ら選んだりしてよいことを助言す

る。 

☆自分の問いを見付けることができて

いる。【主体的に学習に取り組む態

度】（ノート・短冊・発言） 

 

 

・叙述や挿絵、前後の場面、『ふたりは

シリーズ』のお話などを手掛かりに

問いを考えることを助言する。 

・短冊の左半分は、全体で読み深めた

後に自分の問いを再考させて答えを

書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５分 

６ 学習のまとめをする。 

・同じ問いに対する自分なりの考えを発表

する。 

 

 

 

 

 

・同じ考えや異なる考えを出させ、今

後の読みへの関心を高めさせる。 

・自分の答えが見付からなかった問い

については、場面ごとの全体読みの

中で考えていけばよいことを伝え

る。 

 

 

 

 

 

自分がふしぎに思ったことを考えよう。 興味や関心

を高める 

思考を表現

に置き換え

る。 

思考して問

い続ける。 



７ 次時の確認をして、見通しをもつ。 ・次時から、皆が考えた問いをもとに

学習課題を設定して場面ごとに読み

深めていくことを知らせる。 

 

 

 

（３）評価 

   お手紙を読んで、自分が不思議に思ったことを考えることができたか。 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



協議会記録   講師：放送大学教授 中川一史先生 
 

（１）分科会提案・授業者自評 

主体的な学びに迫る手だてとしては自分で課題をもち、それを解決していくために学級全

体で読み進めていくように考えた。本時では自己との対話を通して、○？や○！の表記を使って

自分の考えを明確化させた。中心人物の行動や会話に着目し、問いをもって読み進めていく

ことを意識させた。 

２年生ということで、低学年なりの「学びの構造転換」を取り入れていくことに力を入れ

た。児童一人一人が問いをもつことができたが、交流の時間を取り入れたので時間が無くな

ってしまった。自分なりの答えをもつところまで授業内で行いたかった。「問い」という言葉

に対しては、クイズを作る感覚で取り組めていた児童もいたが、悩んでしまう児童もいたの

で、難しいと感じた。ICT の活用としては、内容確認のために使用したが、他に使い方があれ

ば伺いたい。 

 

（２）研究協議 

問いを作る際に、叙述に即していなくてもよいのか。 

読み込んでいく中や経験を基に問いを作っていたが、どの程度までの問いを認めるのか。 

２年生→かえるくんやがまくんが主語になった問いであればよいこととした。 

課題に対して軽重はつけないようにした。ただ、答えが見付からないものを問いに

している児童もいたので、どう捌いていけばよいのか迷った。読み進めていくうち

に、ずれた問いを立てた児童は修正している様子だった。 

 

問いに対する答えをすでにもっている児童が中にはいたが、それでもよいのか。 

２年生→答えをもっていても、もっていなくてもよい。これからの読みで答えをもっていけ

ればよい。 

今回の授業では、自分が立てた問いと似ているかどうかで交流、分類をしたが、場面ごと

に出てきた問いで分類してもよかったのではないか。そのあと全体で考える時間を設定して

もよいのではないかと感じた。 

２年生→問いを価値付けたかった。問いが似ているかどうかだけでは分類が難しかったので、

場面ごとに似ている問いを立てた児童を取り上げていく方がよかった。その方が児

童の意見が活発に出てきたのかもしれない。 

 

タブレットを使用するのは、２年生には難しかった。国語の授業における ICT を活用場面 

を教えてほしい。 

全体→低学年だから入力するのは難しいが、使えないから使わせないのはもったいな 

い。○？や○！の箇所を全体で取り上げ、共有するときには活用できるのではないか。 

 

今回の授業における対話は、個人内対話であったので、分類は必要なかったのではないか。 

場面ごとに教師がより分けてしまってもよかった。 

２年生→個々の問いを集約していくと、言葉は違うけれど、読みの柱になっていくのではな

いかと考え、今回の授業では問いを分類した。 

分科会提案 

 

 

 

授業者自評 

 

 

 

 

 

 

 

児童の活動を 

引き出す 

 

 

 

 

 

問いの価値 

づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットの

活用 

 

 

 

深い学びの姿 



自分の問いを発信して、答えをどんどん解決していくほうがよいのではないか。解決でき 

ないことをみんなで解決していくのもよいのではないか。 

 

問いに対する答えを見付ける手法や解決方法を見付けられない児童が多かったので、全体 

で問いをもたせて読み進めていく活動を通して、教科書の叙述や友達に聞くという手法を 

見つけていけるのではないか。 

 

この先の授業展開が知りたい。読み深めていくうちに、改めて問いを修正することもある 

のか。答えをどのように解決していくのか。 

２年生→自分なりの答えを短冊に書き、全体で読み深めたあとに、答えを赤字で書き足した

り修正したりしていく。 

 

（３）指導・講評 放送大学教授 中川一史先生 

今回の授業は他の学年ではどうしていくのか考えるよいきっかけとなったのではないか 

と感じた。 

自己の題材に対する対話から他者への対話にどうつなげていくか考えていきたい。 

疑問や不思議に思ったことだけで問いを作ることができるとよかった。どうしてこの課 

題が一回で子どもたちに落ちなかったのかを考えて、課題や発問の仕方を工夫したい。 

問いを見つける機会を作ることが大切で、国語だけではなく全教科において繰り返し、 

問いをもたせていくと力がついてくる。 

全体で想起して例を示すことで、短冊に書きやすくなった。ぶれずに課題に取り組むこと

ができた。 

話す、聞くことがしっかりとできている学級であった。 

自分の問いがどこの場面のことなのか考えたり、似ている問いを見付けたり、判断する経

験値を高めていくことが大切である。課題に対する答えが変わることを自覚したり、修正さ

せたりすることも大切である。良い問いをつくることができるようになるためには、何度も

経験させることが必要である。ちょっとした疑問から読み取りを深めていくうちに新たな問

いを立てる力も付いてくる。 

問いの軽重は教師側が付けていく。確かめないといけない、友達の問いや考えと本文との

往復できるような、本質に迫る問いを取り上げていく。からみとゆらぎが対話的な深い学び

のきっかけとなる。確認と整理（分類）をどう子どもに返すかが重要である。 

 

言語活動に絡めていくとよい。 

映像より：２年生「お手紙」 

かえるくんやがまくんの様子や心情がわかるようにカルタ作りをする。意見の交流が活発 

になるものを教師側が選択して取り組ませている。 

 ICT 活用のメリットとの１つとしては、原型、時間を変えることができるところである。 

ICT が原型を超えられているかどうかという視点で活用を考えるとよい。ワークシートや 

短冊を使う良さもあるので、デジタルとアナログの両方をどう絡めていくかが大切である。 

映像より：1年生「くじらぐも」 

デジタル教科書を使って確認するときに本文にラインを引く。挿絵を拡大していき、空に上

がっていく様子を視覚的に感じさせて、主人公との同化を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

今後の授業 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



成果と課題 

 

＜成果＞ 

・かえるくんとがまくんの行動や言葉に着目させることで、

物語を読み深めるための問いを作ることができた。 

・挿絵を使ってあらすじを押さえ、スライドショーで見せる

ことで内容の把握をすることができた。 

・短冊を共有することで問いが見付けられない児童への手だ

てになった。 

 

 

＜課題＞ 

・問いの質をより深めていくために、友達の問いの内容につ

いて学級全体で考える時間を取ることが有効である。 

・学びの構造転換を意識して授業の展開を作っていたが、国

語のみならず他教科や学校生活など多くの場面で活用し

た取り組みを行っていく必要がある。  

 

 

 


